
 

平成２８年度 第１回久留米市有線放送運営委員会 

 

 

日時：平成 28年 8月 31日（水） 

午前 10時 

場所：田主丸総合支所 会議室  

 

 

１. 開 会 

 

２. 委員紹介 

 

３．委員長及び副委員長選出 

 

４. 報告事項 

(1) 有線放送事業の概要について 

 

(2) 有線放送事業に係る経費 年度別比較について 

 

(3) 平成 28年度 有線放送設備の不具合の状況について 

 

(4) 有線放送事業に係る他市調査結果について 

  

５. 協議事項 

『有線放送事業の今後のあり方について』 

 

６．その他 

 

７．閉 会 



 

  

４（１） 有線放送事業の概要について 

 

① 施設の概要（H28 年 3 月末時点） 

本部放送室 総合支所 2 階（放送室 11.39 ㎡・事務室 10.35 ㎡） 

放送本部施設 朝日無線 特注品 

当直室中継放送 朝日無線 特注品 

農協中継放送 東亜特殊電気 ＳＶ－３１００ＳＥ型（特注品） ７地区選択機能付 

 

区長中継放送 特注品：１１５台（予備器９）〔内訳 ３０Ｗ：９７台、６０Ｗ：１８台〕 

電柱施設 専用柱：２，５６９本  九電柱共架：９０６本  ＮＴＴ柱添架：１９６本 

電線施設 幹線：３０，１７１ｍ   その他：１３４，９８１ｍ  

末端機器 加入者側宅内スピーカー：６，２１６台 （ＴＯＡ－ＢＳ－０５２Ｃ） 

② 放  送 

総合支所放送 

 （自動放送） 

朝のお知らせ ７時２０分 各主管・委託放送（無料） 

夜のお知らせ 

        

１９時３０分 

１８時３０分（冬期） 

広告放送 昼 １２時３０分 商店等依頼放送１回 1,020 円 

（市外１回 2,040 円） 

農協中継放送 

（自動放送） 

朝のお知らせ 

        

７時４５分(冬期) 

６時４５分（夏期） 

農事指導、行事等のお知らせ 

昼のお知らせ １２時２０分 

夜のお知らせ 

 

１８時４５分（冬期） 

１９時４５分(夏期) 

自治会からの 

放送 

上記時間以外に随時放送 集落の行事等のお知らせ 

臨時放送 天候により行事の日時等が変更になった場合など、非常災害や緊急事項の連絡 

（閉庁後は当直員放送） 

 

使用時間帯 夏期（４月１日から９月３０日まで）・・・・午前６時から午後１０時まで 

冬期（１０月１日から３月３１日まで）・・・午前６時から午後９時まで 

（ただし，非常災害その他緊急事項の通報及び連絡は除く。） 

 

 

 

 

１ 



 

自治会長アンプ

変換機

防災無線
受信機

防災無線
屋外スピーカー（２０基）

防災無線
受信機

変換機

加入者設備集落設備

防災無線
調整卓

柴刈校区アンプ

川会校区アンプ

水縄校区アンプ

竹野校区アンプ

田主丸校区アンプ

プログラムタイマー

録音テープデッキ

調整卓

浮羽消防署

SDカードデッキ

調整卓

宿直室

ＪＡにじ田主丸支店

有線放送設備概略図

田主丸総合支所設備

本部放送室

プログラムタイマー

船越校区アンプ

水分校区アンプ 自治会長アンプ

ＮＴＴ回線

 

２ 



 

 

年度別放送回数
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８(7月末）

定時 3,059 2,865 2,636 2,659 2,572 749
臨時 33 98 35 63 81 33
広告 504 549 439 506 539 169
小計 3,596 3,512 3,110 3,228 3,192 951

267 260 204 255 287 86
3,863 3,772 3,314 3,483 3,479 1,037

年度
総
合
支
所

ＪＡにじ
合計  

■有線放送実績（Ｈ27年度 ）

１　総合支所からの放送実績（3月末現在）

放送月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 月平均

定時放送 主管放送
各 課 分
放送回数

85 57 99 119 86 77 75 93 79 73 76 63 982 81.8

委託放送
各種団体分
放送回数

99 101 127 141 134 123 172 130 109 133 147 122 1,538 128.2

従業員募集
放送回数

0 0 12 2 4 0 0 4 6 6 14 4 52 4.3

計 184 158 238 262 224 200 247 227 194 212 237 189 2,572 214.3

広告放送
町内業者

依頼
依頼件数 10 10 21 16 15 13 19 18 24 9 11 10 176 14.7

放送回数 29 30 69 54 38 41 50 54 66 31 35 37 534 44.5

町外業者
依頼

依頼件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0.1

放送回数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 0.4

計 29 30 69 54 38 41 50 54 66 36 35 37 539 44.9

臨時放送 放送回数 2 4 4 2 6 4 8 12 4 0 1 1 48 4.0

大雨災害 0 0 0 0 15 0 0 0 0 17 1 0 33 2.8

215 192 311 318 283 245 305 293 264 265 274 227 3,192 266.0

1
○ 主管放送内訳 ○ 主な委託放送依頼団体

回　数 回　数

251 169

314 236

331 35

40 35

34 40

12 76

982 60

887

1,538

２　にじ農業協同組合からの放送実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

6 10 28 53 48 30 34 23 5 18 12 20 287放送回数

その他

計

放送月

　○　主な放送内容
　　　・　職員募集
　　　・　営農センター、農機センター、ＪＡにじ農業祭り、
　　　　　年金相談会、営農課からのお知らせ等

計 田主丸カルスポクラブ

身体障害者福祉会

産業振興課 田主丸地域民生委員児童委員

環境建設課 田主丸商工会

農業委員会 うきは警察署

総合支所からの放送回数計

○　臨時放送における主な放送内容
　　・　行方不明者の情報提供依頼
　　・　運動会及び各種イベント・行事におけ
　　　　る雨天時のお知らせ
　　■大雨災害に伴う避難情報等

区　分 団体名

文化スポーツ課 老人クラブ連合会

市民福祉課 地域婦人会

地域振興課

 

３ 



 

４（２） 有線放送事業に係る経費 年度別比較 

１ 歳出                                                                 （単位：千円） 

科  目 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８（予算） 内 訳 

■報 酬 ５８ ４３ １１７ ○有線放送運営委員会 

■旅 費 

 

０ 

 

０ 

 

６ ○委員視察研修日当 

○委員視察研修随行 

■需用費 １，１４２ １，２２８ 

 

 

１，３１４ ○消耗品費（スピーカー） 

○光熱水費（区長放送器電気料） 

○修繕料 

■役務費 ８ ７ ２０ ○共架申請調査手数料 

■委託料 １５，９２５ 

(うち主要事業 

６，７１０千円） 

１２，４３３ １１，６８３ ○アナウンス業務委託料 

○施設設備保守点検委託料 

○区長放送器移転その他支障移設等 

○移設工事委託料 

■使用料及

び賃借料 

１，３７６ １，４０８ １，４９０ ○九州電力共架料 

○ＮＴＴ柱添架料 

○浮羽工業高校敷地料 

計 １８，５０９ １５，１１９ １４，６３０  

※Ｈ２６・Ｈ２７は決算ベース、Ｈ２８は予算ベース 

 

２ 歳入                                          （単位：千円） 

科  目 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８（予算） 内 訳 

■有線放送手数

料 

５２１ ５６４ ５２１ ○広告放送・工事手数料 

■有線放送施設

使用料 

１，５００ １，５００ １，５００ ○にじ農業協同組合有線放送施設使用料 

■支障移転費用 ８２８ ５４ ０ ○国県道改修工事等に係る有線放送移転補償 

計 ２，８４９ ２，１１８ ２，０２１  

 

※Ｈ２６・Ｈ２７は決算ベース、Ｈ２８は予算ベース 

 

 

 

 

４ 
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４（３）平成２８年度 有線放送不具合の状況 

 

■校区単位で発生した大規模な不具合 

地域 時期 不具合の状況 経過 原因 

田主丸校区

全体 

 

 

６月 17 日 放送の数分前

からギーギー

と雑音が発生 

※田主丸校区

の全域から報

告あり 

① 田主丸校区全体の放送中止 

（６/１７(金)） 

② 原因の地域が（口高・四丁目・

西陣町）地域と特定されたため、

当該地域のみ放送中止（６/２７

(月)） 

※原因地域の放送を中止すれ

ば、校区内他区に不具合は出な

いため。 

③ 原因地域のうち原因ケーブルが

特定されたが、ＮＴＴ柱建替え

に伴い保留、その間は晴天が続

いたため放送再開。（７/上旬） 

④ 複数箇所でケーブルが損傷して

おり、随時張り替え。７/２２～

２５でケーブル張替え完了 

口高自治会内のケ

ーブルの損傷によ

り、雨天時ケーブ

ル内に水が浸入し

たため。 

 

 

■校区別対処件数（平成 28 年 7 月 10 日時点） 

  

校区別 件数 金額 備考 

田主丸 5 858,600 ケーブル移設（上町・駅東町・沓方・村島） 

有線柱腐蝕建替（怒田） 

船越 2 236,520 有線柱腐蝕撤去（行徳・千代久） 

水縄 1 132,840 支障電柱撤去（二田）、 

竹野 0 0  

川会 0 0  

柴刈 3 278,640 有線柱腐蝕（片ノ瀬・筒井）、支障撤去（早田） 

水分 2 212,760 有線柱腐蝕撤去（諏訪）、ケーブル移設（小田） 

 

※施設改修分予算（3,840,700 円）のうち有線柱・ケーブル等の移設に要した校区別内訳。中継アンプの移設

分は除く。 

※軽微な支障移設やスピーカー取替は、保守分予算（6,736,840 円）で対応している。 

（Ｈ２８年度電話対応件数１５４件、Ｈ２７年度電話対応件数４６５件） 
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４（４）有線放送事業に係る他市調査結果 

 

１． 調査対象 

平成 15年以降に市町村合併を行った九州管内の自治体６９自治体を対象に調査実施 

→ 回答あり４８自治体、回答なし２１自治体 

 

２． 調査結果（回答があった４８自治体） 

（１） 有線放送事業の有無 

・現在行っている自治体（１３自治体） 

…うち田主丸地域の有線設備と類似した設備の自治体（５自治体） 

 （豊後大野市、朝倉市①、佐世保市、うきは市、曽於市） 

…うち比較的近年に導入されたケーブルテレビ事業等の運営自治体（８自治体） 

 （対馬市、壱岐市、中津市、豊後高田市、国東市、志布志市、小城市、臼杵市） 

・過去に行っていた（５自治体） 

   （宗像市、朝倉市②、武雄市、五島市、日置市） 

・現在も過去も行っていない（３１自治体） 

※朝倉市は２地域で運営されているため、朝倉市①と朝倉市②としている。 

 

（２） 運営主体 ※過去に行っていた自治体含む  １７自治体 

※  …ケーブルテレビ事業運営自治体（８自治体） 

・自治体による運営（１２自治体） 

   （豊後大野市、朝倉市①、佐世保市、曽於市、対馬市、壱岐市、 

中津市、豊後高田市、国東市、志布志市、宗像市、五島市） 

・自治会による運営（２自治体） 

   （うきは市、日置市） 

・農協や民間業者による運営（４自治体） 

   （小城市、臼杵市、朝倉市②、武雄市、） 

 

（３） 費用負担の有無 

・利用者負担あり（８自治体） 

・利用者負担なし（１０自治体） 

 

（４） 廃止の理由（廃止予定１自治体、廃止済み５自治体） 

・財政的な運営困難のため 

・代替設備（防災行政無線）の導入のため 
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５ 有線放送事業の今後のあり方について 

１． 事業開始からの経過 

① 昭和４０年   事業開始 

② 平成１４年   鋼管柱への建替え開始 

③ 平成１７年   久留米広域市町村合併 

④ 平成１７年度  新市建設計画により、主要事業による鋼管柱建替事業開始 

⑤ 平成２６年度  主要事業終了 

⑥ 平成２７年度  有線放送運営委員会へ検討開始の報告 

 

２． 議会・監査からの質疑・意見 

■Ｈ２６年度決算審査特別委員会質疑（Ｈ２７年９月） 

質疑・討論・要望 回答要旨 

田主丸有線放送の活用状況と鋼管

柱建替の進捗状況について 

地域密着の情報伝達手段として活用 

鋼管柱の建替は順調に進捗 

有線放送の今後のあり方について 今後の運営等について早急に検討 

民間移譲や運営主体変更の検討を ※討論のため、回答はなし 

 

■Ｈ２８年度予算審査特別委員会質疑（Ｈ２８年３月） 

質疑・討論・要望 回答要旨 

合併から１０年経過の区切りが必

要、メディアとしての行政の関わり

と有効性について 

Ｈ２７年９月（Ｈ２６決算委員会質疑【上記】）を受け、有線

放送の方向性について整理開始。Ｈ２７年度の有線放送運営

委員会で意見を聴取する。 

運営主体を民へ移譲してはどうか 災害時の情報伝達や協働のあり方、関係部局との検討を行い、

早急に見直しを進めていく。 

有線放送を必要とする方（情報発信

者、情報受信者）への移譲を検討さ

れるべき 

※討論のため、回答はなし 

有線放送は地域住民へ必要。全市拡

大してもらいたい 

※討論のため、回答はなし 

 

■Ｈ２７年定期監査（Ｈ２８年１月） 

講評（意見） 回答要旨 

一定の有益性は認められてはいるが、今後も存続

させるのであれば、その放送内容等に照らし、運

営主体となるべきものや、受益者として運営費用

を負担すべきものに関し、新たな運営形態の可能

性等も含めて見直すことを検討されたい。 

平成２７年度の有線放送運営委員会において、

今後の有線放送事業の運営について意見交換を

実施。 

引き続き、全市的な情報伝達手段の状況を見極

めながら、関係団体、関係部局と連携し有線放

送のあり方について検討を進める。 

 


